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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 4,516 44.1 499 901.4 499 717.5 254 682.6
22年3月期第2四半期 3,134 △19.1 49 △46.4 61 △44.2 32 △47.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 17.23 ―

22年3月期第2四半期 2.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 11,734 8,247 70.3 558.08
22年3月期 11,023 8,097 73.5 547.84

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  8,247百万円 22年3月期  8,097百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.00 ― 4.00 6.00
23年3月期 ― 2.00

23年3月期 
（予想）

― 4.00 6.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,500 18.4 680 91.7 690 93.5 350 80.9 23.68



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、
四半期決算短信［添付資料］P.2「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 15,486,000株 22年3月期  15,486,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  708,076株 22年3月期  705,695株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 14,779,052株 22年3月期2Q  14,780,926株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国を始めとする新興国向けの輸出の増加や政府の経済対策

により企業収益が改善されるなど、一部に明るさが見られたものの、デフレの進行や完全失業率が高止まりしたま

まの雇用環境は依然として厳しく、個人消費は力強さを欠き、海外景気の下振れ懸念がくすぶる先行き不透明な状

態で推移いたしました。  

 当社を取り巻くエレクトロニクス業界におきましては、エコポイントによる経済効果、猛暑によるエアコン特需

などの追い風にも拘わらず、欧米の経済停滞と急激な円高による輸出の減退は企業収益改善の足かせとなりまし

た。 

 このような環境の下、当社グループは高密度・高機能化を要求する市場ニーズに応え、車載市場向けにコストを

徹底的に抑えた0.635mmピッチ垂直接続で可動量0.7mmを実現したフローティングコネクタ等を開発いたしました。

 また、製造コストの削減、品質管理体制の強化等、経営の合理化を図るとともに、新市場の開拓を進め経営基盤

の強化に努めてまいりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は45億16百万円（前年同期比44.1％増）、利益面につきまして

は営業利益４億99百万円（同901.4％増）、経常利益４億99百万円（同717.5％増）、四半期純利益２億54百万円

（同682.6％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 ①資産、負債及び純資産の状況   

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ７億11百万円増加し、117億34百万円

となりました。これは、受取手形及び売掛金の増加額５億16百万円、現金及び預金の増加額82百万円並びに原材

料及び貯蔵品の増加額76百万円等によるものであります。 

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ５億61百万円増加し、34億87百万円となりました。これは、支

払手形及び買掛金の増加額２億87百万円、未払法人税等の増加額２億13百万円等によるものであります。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ１億49百万円増加し、82億47百万円となり、自己資本比率は

前連結会計年度末に比べ、3.2ポイント下降し、70.3％となりました。 

②キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ82百万円増加し、当第２四半期連結累計期間末には15億89百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）    

 当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は４億89百万円（前年同期は６億41百万円の

獲得）となりました。これは、売上債権の増加額５億17百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益の計

上４億79百万円、減価償却費の計上３億42百万円及び仕入債務の増加額２億61百万円があったこと等によるもの

であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）    

 当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は２億19百万円（前年同期は１億26百万円の

使用）となりました。これは、有形固定資産の取得による支出額２億４百万円があったこと等によるものであり

ます。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）    

 当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は１億80百万円（前年同期は１億33百万円の

使用）となりました。これは、短期借入金の減少額１億円及び配当金の支払額58百万円があったこと等によるも

のであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月７日に「平成22年３月期 決算短信」において公表いたしました第２四半期累計期間及び通期の業

績予想について、平成22年11月１日に修正を行っております。 

 具体的内容については、同日付の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算

において算定した貸倒実績率の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ①会計処理の原則・手続きの変更   

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 なお、これによる営業利益及び経常利益に与える影響は軽微でありますが、過年度分に係る費用負担額を特別

損失として計上した結果、税金等調整前四半期純利益は、1,640千円減少しております。また、当会計基準等の

適用開始による資産除去債務の変動額は、2,307千円であります。 

②表示方法の変更  

 四半期連結損益計算書  

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。   

  

  

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,589,381 1,506,627

受取手形及び売掛金 3,702,617 3,186,490

商品及び製品 395,164 348,132

仕掛品 29,491 22,281

原材料及び貯蔵品 501,671 425,281

その他 347,618 294,390

貸倒引当金 △3,868 △3,339

流動資産合計 6,562,076 5,779,863

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,052,509 1,092,617

機械装置及び運搬具（純額） 1,284,812 1,276,389

工具、器具及び備品（純額） 283,011 290,424

土地 721,185 730,774

建設仮勘定 1,553 －

有形固定資産合計 3,343,070 3,390,206

無形固定資産 49,739 53,216

投資その他の資産   

投資有価証券 600,615 647,678

その他 1,179,094 1,152,471

投資その他の資産合計 1,779,709 1,800,150

固定資産合計 5,172,519 5,243,572

資産合計 11,734,596 11,023,436

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,640,335 1,352,600

短期借入金 450,000 550,000

1年内償還予定の社債 36,000 36,000

未払法人税等 252,146 38,182

賞与引当金 206,960 178,396

役員賞与引当金 20,000 －

その他 339,576 224,103

流動負債合計 2,945,018 2,379,282

固定負債   

社債 246,000 264,000

退職給付引当金 213,992 202,871

その他 82,296 79,978

固定負債合計 542,288 546,850

負債合計 3,487,307 2,926,133



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,617,000 1,617,000

資本剰余金 1,440,058 1,440,058

利益剰余金 5,377,290 5,181,658

自己株式 △165,297 △164,583

株主資本合計 8,269,050 8,074,132

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △10,164 30,088

為替換算調整勘定 △11,597 △6,917

評価・換算差額等合計 △21,762 23,170

純資産合計 8,247,288 8,097,303

負債純資産合計 11,734,596 11,023,436



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,134,538 4,516,760

売上原価 2,452,526 3,265,027

売上総利益 682,011 1,251,732

販売費及び一般管理費 632,115 752,087

営業利益 49,896 499,645

営業外収益   

受取利息 361 553

受取配当金 10,613 9,543

助成金収入 5,797 －

その他 4,301 1,609

営業外収益合計 21,073 11,707

営業外費用   

支払利息 4,996 3,790

支払手数料 3,534 3,548

為替差損 1,279 4,320

その他 34 2

営業外費用合計 9,845 11,660

経常利益 61,124 499,692

特別利益   

固定資産売却益 － 80

投資有価証券売却益 － 615

貸倒引当金戻入額 105 －

特別利益合計 105 695

特別損失   

固定資産除却損 1,540 4,270

減損損失 － 15,010

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,568

関係会社株式評価損 3,066 －

特別損失合計 4,607 20,849

税金等調整前四半期純利益 56,623 479,537

法人税、住民税及び事業税 5,281 243,468

法人税等調整額 18,790 △18,684

法人税等合計 24,072 224,784

少数株主損益調整前四半期純利益 － 254,753

四半期純利益 32,550 254,753



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 56,623 479,537

減価償却費 297,426 342,982

減損損失 － 15,010

貸倒引当金の増減額（△は減少） △105 529

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,865 28,593

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 20,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,961 11,120

受取利息及び受取配当金 △10,975 △10,097

支払利息 4,996 3,790

支払手数料 3,534 3,548

為替差損益（△は益） 365 3,085

固定資産売却損益（△は益） － △80

固定資産除却損 1,540 4,270

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,568

投資有価証券売却損益（△は益） － △615

関係会社株式評価損 3,066 －

売上債権の増減額（△は増加） 153,727 △517,677

たな卸資産の増減額（△は増加） △113,006 △131,958

仕入債務の増減額（△は減少） 251,875 261,575

その他 △103,567 △3,937

小計 589,326 511,246

利息及び配当金の受取額 10,979 10,460

利息の支払額 △4,539 △3,921

法人税等の還付額 46,665 －

法人税等の支払額 △737 △28,704

営業活動によるキャッシュ・フロー 641,694 489,081

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △109,967 △204,726

有形固定資産の売却による収入 － 80

投資有価証券の取得による支出 △1,115 △50,339

投資有価証券の売却による収入 － 30,615

関係会社出資金の払込による支出 △15,000 －

貸付金の回収による収入 3,141 9,369

保険積立金の積立による支出 △2,655 △2,655

その他 △1,350 △1,600

投資活動によるキャッシュ・フロー △126,946 △219,258



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △100,000

社債の償還による支出 － △18,000

自己株式の取得による支出 △86 △714

配当金の支払額 △29,483 △58,422

その他 △3,534 △3,548

財務活動によるキャッシュ・フロー △133,104 △180,684

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,875 △6,384

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 378,767 82,754

現金及び現金同等物の期首残高 1,194,422 1,506,627

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,573,190 1,589,381



 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 当社グループは、コネクタの専門メーカーとして、同一のセグメントに属するコネクタの製造・販売を行って

おり、当該事業以外の事業の種類がないため、該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

〔セグメント情報〕 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 当社グループは、単一セグメントに属するコネクタ、ラック、ソケット等の製造・販売を行っているため、記

載を省略しております。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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